
　　





企画講師／／山崎　晃資 先生／／　　　　　　　　


山崎　晃資　　先生：目白大学大学院教授、臨床児童精神医学研究所所長


齊藤　万比古  先生：国立国際医療センター国府台病院・第二病棟部長


市川　宏伸　　先生：東京都立梅ケ丘病院院長


青木　　豊　　先生：相州乳幼児家族心療センターセンター長（あつぎ心療クリニック附属）


日詰　正文　　先生：厚生労働省 社会･援護局障害保健福祉部精神･障害保健課 発達障害対策専門官





講師ご紹介       





№０912０改訂1





第四回・臨床児童青年精神医学入門


－ 最近の話題と新たな課題 －





～「困り感」のあるすべての子どもたちを救うために～
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�
日　程�
時　　間�
テ 　ー 　マ�
講　　師


（敬称略）�
�
�
6月


27日


（土）�
13:00～14:30�
子どもの臨床診断の進め方と対応の仕方�
山崎　晃資�
�
�
�
14:45～16:15�
児童期感情障害の最近の話題と新たな課題�
齊藤　万比古�
�
�
�
16:30～18:00�
AD/ＨＤとＬＤの最近の話題と新たな課題�
市川　宏伸�
�
�
6月


28日


（日）�
 9:00～10:30�
乳幼児の行動観察と診断・治療�
青木　　豊�
�
�
�
10:45～12:15�
アスペルガー症候群の最近の話題と新たな課題�
山崎　晃資�
�
�
�
13:30～15:00�
自閉症スペクトラムの人々の地域支援�
日詰　正文�
�
�
�
15:15～16:15�
質 疑 応 答�
二日目の講師�
�






発達障害講座2





昨年4月、長年の念願であった診療科名「児童精神科」の標榜が認められました。また、特別支援教育もスタートしてから3年目に入り、発達障害者支援法や障害者自立支援法の見直し作業も進められております。子どものメンタルヘルスにかかわる人々への社会的期待はますます大きなものとなってきております。


　そこで、今年度の「臨床児童青年精神医学入門」では、臨床経験豊富な講師陣によって子どものメンタルな問題の最近の動向を解説して頂き、さらに将来に向けた新たな課題についても述べて頂く予定です。


　子ども達の多様な問題にかかわる方々に一人でも多く参加して頂き、私たちひとり一人がなにをどう考えるべきか、「質疑応答」のセッションも用意しましたので、日頃の悩みや疑問を率直に語り合いたいと願っております。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　目白大学大学院教授　山崎晃資





期　日　：２００9年 6月 ２７日（土）～ ２８日（日）


受講対象：教育・医療・相談･福祉・保育に関わる専門家、及びこの分野に関心のある方


定　員  ：１５０名（定員になり次第締め切りますのでホームページなどでご確認ください）


受講料  ：１２,０００円（税込）　※ 昼食は各自でお手配ください


主　催  ：明治安田こころの健康財団


会　場  ：明治安田こころの健康財団２Ｆ講義室


東京都豊島区高田３－１９－１０


　03-3986-7021


	ＪＲ山手線・西武新宿線・地下鉄東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車徒歩約７分


           （※ 詳細地図は受講証に添付いたします）

















